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学
会
の
動
き

JSCE Update

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
：A

sian
CivilEngineering

Coordinat-

ing
Council

）の
21
番
目
の
技
術
委
員
会
（
Ｔ

Ｃ
：T

echnicalCom
m
ittee

）で
あ
る
Ｔ
Ｃ
21

は
、
分
野
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ（
Ｔ
Ｄ

Ａ
：T

ransdisciplinary
A
pproach

）
に
よ

る
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、政

策
決
定
者
と
の
面
談
、調
査
・
分
析
を
実
施
す

る
な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
る
。Ｔ
Ｃ
21
は

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
出
版
や
論
文
発

表
を
通
じ
て
Ｔ
Ｄ
Ａ
の
考
え
方
の
普
及
、
実
践

に
努
め
て
き
た
。こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら
れ

て
、2
0
2
2
年
に
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
で
開
催
さ

れ
た
「
第
9
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議
」

（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
9
）で
は
、最
も
優
れ
た
活
動
を

行
っ
た
Ｔ
Ｃ
に
贈
ら
れ
る
「T

echnical
Com
-

m
ittee

A
w
ard
」
を
受
賞
し
た
。

2
0
2
4
年
6
月
に
世
界
銀
行
グ
ロ
ー
バ
ル

防
災
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
Ｇ
Ｆ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
：Global

Facility
for
D
isaster

Reduction
and

Re-

covery

）
お
よ
び
東
京
防
災
ハ
ブ
の
主
催
に
よ

り
、
兵
庫
県
姫
路
市
でU

nderstanding
Risk

防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｕ
Ｒ
24
）
が

開
催
さ
れ
た
。
Ｕ
Ｒ
24
で
は
1
3
5
カ
国
・
地

域
か
ら
1
5
0
0
名
を
超
え
る
防
災
に
携
わ
る

専
門
家
が
参
加
し
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

Ｕ
Ｒ
24
の
公
式
行
事
と
し
て
、
Ｔ
Ｃ
21
は
「
多

様
性
お
よ
び
包
摂
性
（
Ｄ
＆
Ｉ
）
に
基
づ
く
災

害
復
興
と
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
分
野
・
部
門

横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｔ
Ｄ
Ａ
）
の
活
用
」
を

テ
ー
マ
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

多
様
性
と
包
摂
性
お
よ
び

分
野
・
部
門
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ

災
害
か
ら
の
復
興
や
災
害
リ
ス
ク
軽
減
（
Ｄ

Ｒ
Ｒ
：Disaster

Risk
Reduction

）に
あ
た
っ

て
は
、
例
え
ば
女
性
や
体
が
不
自
由
な
被
災
者

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
が
利
用
し
づ

ら
い
避
難
所
の
存
在
、
災
害
発
生
時
の
避
難
手

段
の
確
保
な
ど
Ｄ
＆
Ｉ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

際
し
て
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
協
力
が

重
要
で
あ
り
、
現
地
の
伝
統
的
な
知
識
の
活
用

や
慣
習
に
対
す
る
理
解
や
配
慮
を
含
む
Ｔ
Ｄ

Ａ
が
有
効
な
手
段
と
な
る
。
Ｔ
Ｃ
21
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
こ
れ
ら
の
事
例
を
示
す
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｒ

Ｒ
の
た
め
の
Ｔ
Ｄ
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に

向
け
た
材
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
た
。

表
1
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す
。

政
策
決
定
者
・
研
究
者
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

専
門
家
・
土
木
技
術
者
の
協
働

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
会
挨
拶
と
し
て
、
Ｔ
Ｃ
21

の
石
渡
共
同
議
長（
東
京
大
学
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
写

真
1
）
）
は
Ｔ
Ｃ
21
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
部
門
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
協
働
す
る
Ｔ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
災
害
弱
者

へ
の
対
応
が
可
能
に
な
り
、
防
災
分
野
に
お
け

る
革
新
的
な
課
題
解
決
手
法
が
創
造
さ
れ
る
こ

と
や
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
こ
れ
ら
の
事
例
に
基

づ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
／

西
日
本
豪
雨
を
経
た
災
害
看
護

神
原
教
授
（
神
戸
市
看
護
大
学
）
は
1
9
9

A
C
E
C
C
T
C
21
の
取
り
組
み  

U
nderstanding

R
isk
G
lobalForum

（
U
R
24
）
に
お
い
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

委
員
会
報
告

A
C
E
C
C
T
C
21
国
内
支
援
小
委
員
会
委
員
兼
幹
事

勝
濵
良
博
（
正
会
員

日
本
工
営
（
株
）
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
）

時間 内容 スピーカー 

12:30～12:40 開会挨拶 Dr. Mikio Ishiwatari, University of Tokyo/
JICA (TC21 Co-chair) 

12:40～12:50 Collaborative Recovery from the 2018 Mabi Flood
Professor Sakiko Kanbara, Kobe City College 
of Nursing 

12:50～13:00 World Bank Approach to Collaborative Dis-aster Risk Reduction (DRR) Ms. Diana J. Arango, World Bank Specialist

13:00～13:10 Engaging Communities in Watershed and Disaster Management
Mr. Muhammad Luckmanul Chakim, Jasa 
Tirta I Public Corporation (PJT-I), Indonesia 

13:10～13:25 パネルディスカッション 登壇者全員 

13:25～13:30 閉会挨拶 Dr. Mikio Ishiwatari, University of Tokyo/
JICA (TC21 Co-chair) 

注： 時間は当初の予定であり、日本時間表記（実際には開始遅れにより変更が生じた）。 

表1　セッションのプログラム
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5
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
、
2
0
1
8
年
の

西
日
本
豪
雨
に
お
け
る
避
難
所
運
営
や
被
災
者

支
援
の
取
り
組
み
を
例
に
、
日
常
と
は
異
な
る

状
況
と
な
る
災
害
時
を
対
象
と
し
た
「
災
害
看

護
」
の
知
見
や
経
験
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。
ま
た
、
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
神
原
教
授
の
出
身
地
で
も
あ
る

倉
敷
市
真
備
地
区
を
例
と
し
て
、
必
要
な
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
透
明
性
が
緊
急
時
や
復
興
時

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
た
め
に
コ

ミ
ュ
テ
ィ
ー
に
よ
る
草
の
根
の
活
動
や
、
若
者

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
取
り
組
み
が
力
を

発
揮
す
る
こ
と
、
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用

な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
用
が
情
報
の
共
有
や

効
果
的
な
被
災
者
支
援
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力

世
界
銀
行
のA

rango

氏
（
写
真
3
）
は
、
世

界
の
女
性
の
3
分
の
1
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
暴
力
（
Ｇ
Ｂ
Ｖ
：Gender

Based
V
io-

lence

）
の
被
害
経
験
を
有
し
て
お
り
、
特
に
災

害
時
な
ど
非
常
事
態
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
ト

イ
レ
や
着
替
え
な
ど
の
面
で
女
性
に
不
便
な
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
や
、
性
被
害
に

会
う
可
能
性
な
ど
、
Ｇ
Ｂ
Ｖ
に
特
別
の
配
慮
を

払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

Ｇ
Ｂ
Ｖ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｖ

Ｂ
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
、
事
前
防
災
計
画

策
定
に
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
加
し

て
Ｇ
Ｂ
Ｖ
対
策
を
計
画
に
含
め
る
こ
と
、
災
害

発
生
時
に
は
Ｇ
Ｂ
Ｖ
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有

す
る
人
が
被
災
者
対
応
に
従
事
す
る
こ
と
、
女

性
に
配
慮
し
た
衛
生
設
備
の
設
置
な
ど
物
理
的

な
対
策
も
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
予
算
措

置
も
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

流
域
や
洪
水
管
理
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
参
加

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
要
5
流
域
を
管
理
す
る

水
公
団
（Jasa

T
irta
IPublic

Corporation

）

のChakim

氏
は
、
同
公
団
に
よ
る
洪
水
予
警

報
に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
協
力
や
、
上
流
域

に
お
け
る
植
林
、
ダ
ム
貯
水
池
に
繁
殖
す
る
ホ

テ
イ
ア
オ
イ
を
利
用
し
た
肥
料
製
造
、
沿
川
住

民
と
の
対
話
と
い
っ
た
地
域
住
民
と
の
流
域
保

全
に
関
す
る
協
働
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。ま
た
、

子
供
に
と
っ
て
最
初
の
教
育
者
と
な
る
母
親
の

役
割
が
世
代
間
の
知
識
の
伝
達
の
面
で
も
重
要

で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
流

域
管
理
や
環
境
に
関
す
る
知
識
が
、
災
害
に
対

す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と

を
説
明
し
た
。
更
に
、
東
ジ
ャ
ワ
州
の
ブ
ラ
ン

タ
ス
川
流
域
に
お
け
る
水
害
に
際
し
て
の
政
府

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
協
働
、
女
性
首
長
に

よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
事
例
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
ま
と
め

登
壇
者
3
名
か
ら
の
講
演
に
続
い
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
災
害
弱
者
に
関
す
る
問
題
は
ど
う
し
て

写真1　TC21の石渡幹夫共同議長による開会挨拶 

写真2　神原咲子教授（神戸市看護大学）

写真3　Diana J. Arango氏（世界銀行）

写真3　 Muhammad Luckmanul Chakim氏（インドネシア
水公団）
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繰
り
返
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
た
。
登
壇
者
か
ら
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
間
の
協
働
に
よ
る
事
前
防
災
活
動
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
市
民
を
含
む
関
係
者
に
よ
る

ビ
ジ
ョ
ン
や
デ
ー
タ
の
共
有
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
こ
の
情
報
共
有

に
威
力
を
発
揮
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

石
渡
共
同
議
長
か
ら
は
、
Ｇ
Ｂ
Ｖ
な
ど
災
害

弱
者
に
関
す
る
重
要
な
問
題
は
ま
だ
解
決
途
上

で
あ
る
が
、
Ｔ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
知
見
の
共
有
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対
話
の
継
続
が
重
要
で

あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
て
部
門
・
分
野
を
超

え
た
共
創
が
必
要
で
あ
る
と
の
ま
と
め
が
述
べ

ら
れ
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
終
了
し
た
。

謝
辞今

回
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
登
壇
者
お
よ

び
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
協

力
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

Ｔ
Ｃ
21
は
公
益
信
託
土
木
学
会
学
術
交
流
基
金

や
公
益
増
進
事
業
の
助
成
も
得
て
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
関
係
諸
氏
の
多
大
な
支
援
、
ご
指
導

に
謝
意
を
表
す
。

土木学会の本

復興を描く
─Redesign, A Decade From The Great East Japan Earth-
quake and Beyond─

忘れたい記憶と忘れてはいけない記憶がある。
「復興を描く」といっても、専門家の描いた計画やすべての仕事が必ずしもうまくいくわけではない。新た
な日常の訪れた被災地で生まれる格差やストレス。長期化する復興期における新しい生き方や地域像を支え
るために、復興の形は多様化せざるを得ない。
　そうした悩みの中で復興に向けた取り組みに関わったさまざまな分野のひとびとの、立場を超えた生の声
を、座談会やインタビュー形式で収録。
　また、急激に進む被災地の人口減少から指摘されるようになった『事前復興』という考え方に基づいた活
動の様子も紹介する。
　さらに、土木や建築の専門家に評価された復興事例を整理して概説を加えた地図と都市形成復興史年表
も掲載。都市に壊滅的なダメージを与える戦争や災害、常襲性をもつさまざまな危機。それはいつ襲ってく
るかわからない。私たちは次の復興をどう描けばいいのか、立場を乗り越えた復興とはどうあるべきなのか
─それを一緒に考えていくための一冊である。
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